
「市民活動×笑顔」フォトコンテストと写真展を開催「市民活動×笑顔」フォトコンテストと写真展を開催
　佐久地域の市民活動をもっと広く皆さんに知っていただくために、「市民活動 × 笑顔」をテーマにフォ
トコンテストと写真展を開催！募集したのは、過去３年間に撮影された市民活動での笑顔の写真。コロナ
禍の中、感染対策を工夫しながら活動を続けてこられた方々においては、その笑顔が続きますように。
熟慮の上で活動を休止されている方々においては、またみなさんの活動に笑顔が戻りますように。そんな
願いを込めて企画しました。応募いただいた12作品の中からグランプリに選ばれたのは、「えんがわぼっこ」
の一枚です！「目を見て会話している様子がほっこり」「自分も数十年後、こう生きていたい」などの選
評コメントが。えんがわぼっこの活動について詳しくは内側のページでもご紹介しています。

＜次世代賞＞
「いこい処ひまわり」
さくさぽに来館した中高生によ
る投票で選びました。子育てマ
マが集う場づくりをしている団
体です。お母さんと赤ちゃんの
笑顔が素敵！

＜共感賞＞
「福祉ボランティア・珈琲ボラ
ンティア連絡協議会」
さくさぽ Facebook ページで
写真を紹介した際に、「いい
ね！」のリアクションが一番多
かった写真。

写真展は2月6～20日まで、野沢会館1階の市民ギャラリーで開催しました。

今回募集期間が短かったため、追
加募集を行います。追加募集の締
切は2021年6月30日までです。
8 月に開催予定のイベントとあわせ
て、再度写真展の開催を予定して
います。

追加募集の
お知らせ　
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5月 22日 ( 土 )　　カフェさくさぽ～SDGs～ (仮 )
6 月 12日 ( 土 )　　NPO初歩講座「地域活動の先輩から学ぶ！」第1回 (仮 )
4 月 15日 ( 木 )
5 月 20日 ( 木 )　　
6月 17日 ( 木 )　　
※タイトルや内容、開催時期は変更となる場合があります。
開催日時等の詳細は決定次第、さくさぽフェイスブックページ・ホームページ・さくさぽ窓口で順次、発信・告知します。
参加の際は、電話もしくはメールでの事前申し込みをお願いします。

※タイトルや内容、開催時期は変更となる場合があります。
開催日時等の詳細は決定次第、さくさぽフェイスブックページ・ホームページ・さくさぽ窓口で順次、発信・告知します。
参加の際は、電話もしくはメールでの事前申し込みをお願いします。

今後の予定今後の予定
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佐久市市民活動サポートセンター
〒385-0043　長野県佐久市取出町183　野沢会館2階
開館時間：9時～20時・月曜休館 (祝日の場合は翌火曜休館)

機関紙についての感想・ご意見はこちらへお寄せください↓　※記載の情報は2021年 2月時点の情報です
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写真大募集！

＜応募規定＞
自団体の市民活動において撮影さ
れた、笑顔の写真であること。佐
久地域で活動する市民活動団体で
あれば、どなたでもご応募いただ
けます。ぜひ「とっておきの一枚」
を送ってください。詳細はホーム
ページをご覧いただくか、さくさぽ
にお問合せください。

季 
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おしゃべり会　いずれも13:30~15:00　毎月第3木曜開催！ 

Facebookホームページ

その他入賞作品のご紹介

佐久
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　 も
っと楽しく！

＜編集･発行＞
佐久市市民活動
サポートセンター
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地域の先輩に聞いてみよう！つづく活動にはコツがある！

　ゲストは他ボランティア団体
とともに佐久平駅前市民交流ひ
ろばを管理されている、NPO
法人「さくのわ花物語」代表の
平林豊時さん。自主財源を生
むための取組み等についてお話
を伺いました。活動がつづくコ
ツは「仲間で目的を共有し、

コミュニティ
マネジメント講座

　「強くあたたかい組織をつくる
～理念・ビジョンの共有～」を
テーマに、NPO 法人 CR ファク
トリー代表の呉哲煥さんを講師
にオンラインで開催。今まで通
りの活動が難しい今こそ、「自分
の団体の理念とは？」「どうビジョ
ンを仲間と共有できるか？」参
加者でワークをしながら学びまし
た。「理念に立ち戻れば、活動の
形を変えてできることがあるか
もしれない。困難な時期でもコ
ミュニティ活動を続けて欲しい」
呉さんからの応援の言葉です。

カフェさくさぽ　「10年後の佐久を考える〜環境編〜」

　前半は「自然エネルギー佐
久地域協議会」沖津博人さんに
よる地球温暖化の現状や佐久の
自然エネルギーについての講
演。後半のワークショップでは、
環境にやさしいまちづくりで実
現したい事、私たちができるこ
とは何かをグループごとに話し

※ 1月は新型コロナ感染症の警戒レベルが上がったため、やむなく講座をオンライン開催に切替えました。講座の内 
　容にご関心がある方は、ぜひお気軽にお問合せください。さくさぽにて資料および記録動画をご覧いただけます。
※ 1月は新型コロナ感染症の警戒レベルが上がったため、やむなく講座をオンライン開催に切替えました。講座の内 
　容にご関心がある方は、ぜひお気軽にお問合せください。さくさぽにて資料および記録動画をご覧いただけます。

新型コロナウイルスに負けない！佐久地域発の元気な市民活動をご紹介します。みなさんの周りではどんな活動が
ありますか？ぜひ、さくさぽまで情報をお知らせください！市民活動に関するご相談も、随時受け付けています♪

　東日本大震災をきっかけに、寄付された材料で衣服を手
編みし販売。その売上金を、被災地に手渡しで届けていま
す。2012 年から活動を始め、昨年は佐久市へ 30 万円を
支援、今年 1 月には長野市の加藤市長へ 20 万円と座布団
100 枚を手渡し。「毛糸や布を寄付された方への〈ありが
とう〉の気持ちを大事に、活動を続けていく」と話す代表
の田中さん。編み物を通じた仲間づくりの場にもなってい
ます。

『佐久のわ (輪・和 )を編む会』『佐久のわ (輪・和 )を編む会』 ～手編みのあたたかさで被災地に笑顔を～～手編みのあたたかさで被災地に笑顔を～

【代表】田中 千せ子さん（0267-62-1019）

【代表】湯浅 道夫さん（090-9152-0669）

市民活動団体とは？
市民の自主参加で活動に取り組む団体のことです。NPO 法人、区等の自治会、PTA 等の組織、
趣味の会やサークルも含みます。佐久市の市民活動団体として登録すると、行政など幅広い層
に活動を知ってもらえます。登録ご希望の方はさくさぽまで！（現在の登録団体数：209団体）

　
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ(M

obility as a 
Service)

と
は
、
地
域
住
民

や
旅
行
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
、
複
数
の
公
共
交
通
や

そ
れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

（
タ
ク
シ
ー
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
な
ど
）
を
最
適
に
組
み
合

わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等

を
一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
じ
ま

り
、
最
近
で
は
日
本
政
府
も
、

観
光
や
医
療
等
の
目
的
地
の

サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
に
よ

り
、
移
動
の
利
便
性
向
上
や
地

域
の
課
題
解
決
に
も
資
す
る
、

重
要
な
手
段
と
し
て
強
く
推
進

し
て
い
る
。

　
11
月
、
塩
尻
市
で
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
（
９
人
乗
り
）
実

証
実
験
を
体
験
し
て
き
た
。
塩

尻
駅
に
向
か
う
列
車
の
中
で
、

予
め
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
い
た
ア
プ
リ
「
の
る
ー

と
」
か
ら
、
出
発
と
到
着
の
停

留
所
と
時
刻
を
指
定
し
て
予
約

す
る
。
駅
を
降
り
る
と
タ
ク

シ
ー
が
出
迎
え
、
無
事
目
的
の

公
共
施
設
ま
で
移
動
で
き
た
。

午
後
は
郊
外
の
ワ
イ
ン
醸
造
所

の
往
復
に
も
利
用
、
他
の
高
齢

の
お
客
さ
ん
と
も
相
乗
り
に
な

り
、
運
転
手
さ
ん
と
も
ど
も
会

話
も
交
わ
し
た
。
行
き
た
い
と

こ
ろ
に
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
で

き
大
満
足
の
一
日
だ
っ
た
。

　
私
は
佐
久
市
で
も
公
共
交
通

機
関
を
移
動
に
利
用
し
て
い
る

が
、
不
便
さ
は
否
め
な
い
。
一

昨
年
の
カ
フ
ェ
さ
く
さ
ぽ
で
の

意
見
交
換
で
も
、
市
民
に
は
諦

め
感
が
漂
っ
て
い
た
。し
か
し
、

Ｍａ
ａ
ｓ
は
地
域
の
持
続
的
発

展
の
希
望
の
光
だ
。そ
の
普
及

効
果
は
、高
齢
者
の
生
活
、健
康

の
維
持
、若
者
の
定
住
な
ど
に

も
つ
な
が
る
。導
入
に
あ
た
り

課
題
は
多
く
あ
る
が
、一
刻
も
早

く
仕
組
み
が
実
現
で
き
た
ら
と

思
う
の
は
私
ひ
と
り
だ
ろ
う
か
。

セ
ン
タ
ー
長

山
室
の
つ
ぶ
や
き

2021年3月　春号　 さくさぽ（35号）　さくさぽ（35号）　 2021年3月　春号　

　2014 年から地域で支えあう居場所づくりを続けてい
ます。普段は臼田老人福祉センターを拠点にしています
が、コロナの感染拡大で活動ができない時期は、仲間の
家を一軒一軒訪ね、お便りを配ります。活動が新聞で紹
介され、代表の湯浅さんのもとへ、仲間から感謝の手紙
や近況報告が届くようになりました。届いた手紙をお便
りに掲載し届ける。それを見た他の仲間が、また手紙を
書く。気づけば参加型のお便りに。「皆さんの自主的な
気持ちにまかせています」と湯浅さん。

『えんがわぼっこ』『えんがわぼっこ』 ～仲間の繋がり再確認「寄せ書きお便り」～～仲間の繋がり再確認「寄せ書きお便り」～

イベントレポートイベントレポート

　著者自身が長野県への移住をした経験も含めて、今の時代ならではのリアルな暮らしを体
型的に知ることができる一冊です。コロナ禍でさらに加速する一極集中から地方への流れ、
みなさんの周りにも U・I・J ターンなど検討されている方の参考に、楽しいことだけではな
い厳しい現実も語られているので、身近な誰かを思い浮かべながら是非ご一読ください。

さくさ
ぽの

本棚か
ら

『コロナ移住のすすめ ~2020年代の人生設計~』　　著者：藻谷ゆかり

グループワークの様子

野沢会館からオンライン配信しました

自宅からZoomでオンライン講座に参加

地域の 「足」 を

変容させる 「ＭａａＳ」

合いました。公共施設はすべて太陽光発電に、エネルギーも地産
地消など、様々な意見がでました。

支え合ってやる気を持ち続けること」。センター長山室の NPO講
座も好評でした！


